
第２回
常磐公園の緑を考える集い

～市民協働による公園管理～

＜説明資料＞
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平成28年6月23日撮影 平成28年10月19日撮影

１）スケジュール【予定】

○現在の常磐公園について（終了）第1回

平成２８年度

○秋期自然環境調査報告・常磐公園の管理第2回

○自然環境調査報告・これからの常磐公園の管理第3回

平成２９年度～

○春夏自然環境調査・これからの常磐公園の管理

○市民協働による維持・管理の実践内容
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Ⅰはじめに

今回今回



３）本日のプログラム
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現在現在

・ 10：30 開会 ( 5分)

・ 10：35 オリエンテーション (  5分)

・ 10：40 資料説明 (40分)

現地視察
・秋期自然環境調査報告【速報】

・自然更新ゾーン、ブッシュ

・老木の管理について

・いただいた意見から

・ 11：20 意見発表 ( 5分)

・ 11：25 今後の予定 ( 5分)

・ 11：30 閉会

・公園の概要
・常磐公園改修事業について
・常磐公園植栽計画について
・常磐公園の維持管理、ボランティアについて

Ⅱ前回の概要

１）説明事項
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・自然更新ゾーンについて、敷砂利はかえってよくない
・池の水を浄化するよう検討してはどうか
・芝の管理低減の目的などを看板などで表示し、PRしては

どうか（景観上の懸念もあり）
・常磐公園は旭川市の貴重な観光財産であることから、

市と市民が一体となって検討すべき

２）意見交換



別冊「秋期自然環境調査結果【速報】」を御覧ください別冊「秋期自然環境調査結果【速報】」を御覧ください

１）秋期自然環境調査結果について

Ⅲ現地視察

２）自然更新ゾーンについて
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プール向かいの旧腐葉土堆積場に試行的ではありますが
8.0m×8.0mの自然更新ゾーンを設置し、落ち葉を集積
しております。

プール向かいの旧腐葉土堆積場に試行的ではありますが
8.0m×8.0mの自然更新ゾーンを設置し、落ち葉を集積
しております。

３）ブッシュについて
前回、御紹介しました池の下流で水辺が陸続きとなって
いるところで範囲をきめて来年度に造成したいと思って
います（巻末資料参照）。

前回、御紹介しました池の下流で水辺が陸続きとなって
いるところで範囲をきめて来年度に造成したいと思って
います（巻末資料参照）。

いただいた御意見のなかから
「樹木の管理」について考えみ
たいと思います。

いただいた御意見のなかから
「樹木の管理」について考えみ
たいと思います。

４）いただいた御意見から
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１）意見など
２）次回について

・平成29年2月中を予定
・今回同様御案内いたします。

Ⅳまとめ

別冊「いただいた御意見まとめ」を御覧く
ださい。



ブッシュ
設置検討箇所

○水辺に近い（陸続き）
×近くに園路あり
×狭い面積しか確保できない

来春、範囲を決定し、芝の管理を

低減しブッシュを造成します。



１）自然環境調査の目的

秋期自然環境調査結果について（速報）

２）進捗と予定
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常磐公園の改修事業完了後の環境調査を行い、環境の変化を把握
するとともに、常磐公園の維持管理の手法等を検討する際の資料と
するため平成28～29年度の1年間、再度自然環境調査を行います。

常磐公園の改修事業完了後の環境調査を行い、環境の変化を把握
するとともに、常磐公園の維持管理の手法等を検討する際の資料と
するため平成28～29年度の1年間、再度自然環境調査を行います。

年度 平成28年度 平成29年度
備考

調査項目 秋 冬 春夏

植物調査 ○ ○ 樹木調査を除く

鳥類調査 ○ ○ ○

両生類・は虫類
・哺乳類調査

○ ○ ○

魚類調査 ○

昆虫類調査 ○ ○

微気象調査 ○ ○ ○

今回速報部分

※微気象調査は現在実施中です。
（10/25～11/2予定）

＊以降の調査結果で記載のある
用語は以下の通りです。

・重要種：天然記念物の指定種や絶滅
の恐れのある種のリスト（レッドリ
スト）に掲載されている種などの保
全を要する種

・特定外来種：外来生物法により飼育
や移動に制限を設けられている種

秋期自然環境調査結果について（速報）
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３）秋期調査結果（速報）

※調査結果は精査中ですので、今回は
概況の速報です。今後の整理により
内容は変わる可能性があります。

（１）植物

• 「植物相調査」（範囲内を歩いてどんな種があるか確認）、「コドラート調査・断面
調査」（代表的な場所で植物がどんな構造を作っているか確認）、「植生図作成調査」（堤防

工事部分で植物が面的にどのように分布しているか確認）を実施しました。
• 調査は10月1日～2日に実施しました。

• 「植物相調査」（範囲内を歩いてどんな種があるか確認）、「コドラート調査・断面
調査」（代表的な場所で植物がどんな構造を作っているか確認）、「植生図作成調査」（堤防

工事部分で植物が面的にどのように分布しているか確認）を実施しました。
• 調査は10月1日～2日に実施しました。



秋期自然環境調査結果について（速報）
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３）秋期調査結果（速報）

（１）植物

• 重要種は以下の5種で、いずれも前回調査時に確認されています。石狩川
側で確認されたミクリ以外は植栽されたものと推測されます。

エゾムラサキツツジ
キンロバイ
エゾシモツケ
エゾサンザシ
ミクリ

• 特定外来種は前回調査時にも確認されたオオハンゴンソウが確認されまし
た。

• 堤防整備部で新たに確認された種は、外来種ではアメリカオニアザミなど、
在来種では一年草のアキノエノコログサなどでした。整備直後の明るい環
境に侵入したり埋土種子から発芽したりしたと考えられます。

• 重要種は以下の5種で、いずれも前回調査時に確認されています。石狩川
側で確認されたミクリ以外は植栽されたものと推測されます。

エゾムラサキツツジ
キンロバイ
エゾシモツケ
エゾサンザシ
ミクリ

• 特定外来種は前回調査時にも確認されたオオハンゴンソウが確認されまし
た。

• 堤防整備部で新たに確認された種は、外来種ではアメリカオニアザミなど、
在来種では一年草のアキノエノコログサなどでした。整備直後の明るい環
境に侵入したり埋土種子から発芽したりしたと考えられます。

重要種キンロバイとその生育環境 特定外来種オオハンゴンソウとその生育環境

秋期自然環境調査結果について（速報）
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３）秋期調査結果（速報）

（２）鳥類

• 「鳥類相調査」 （どんな種が生息するか確認）を実施しました。
ルートセンサス：一定のルートを歩く調査
定点調査：特定の定点で30分間の観察を行う調査

• 調査は10月16日～17日に実施しました。

• 「鳥類相調査」 （どんな種が生息するか確認）を実施しました。
ルートセンサス：一定のルートを歩く調査
定点調査：特定の定点で30分間の観察を行う調査

• 調査は10月16日～17日に実施しました。

ルートセンサス

定点調査



秋期自然環境調査結果について（速報）
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３）秋期調査結果（速報）

（２）鳥類

• 樹林部ではシジュウカラやアカゲラ、水辺環境ではマガモやキンクロハジ
ロ、石狩川側ではトビやカワラヒワなどが確認されました。

• 重要種は、オオタカ（亜成鳥）が石狩川側で確認されました。

• 特定外来種は確認されませんでした。

• なお、両生類・爬虫類・哺乳類調査時（9/22 9:25）に多目的広場（グラ
ウンド）に隣接する高木林で、重要種であるクマゲラ1羽が鳴きながら飛翔
するのが確認されました。

• 樹林部ではシジュウカラやアカゲラ、水辺環境ではマガモやキンクロハジ
ロ、石狩川側ではトビやカワラヒワなどが確認されました。

• 重要種は、オオタカ（亜成鳥）が石狩川側で確認されました。

• 特定外来種は確認されませんでした。

• なお、両生類・爬虫類・哺乳類調査時（9/22 9:25）に多目的広場（グラ
ウンド）に隣接する高木林で、重要種であるクマゲラ1羽が鳴きながら飛翔
するのが確認されました。

アカゲラ

両生類・爬虫類・哺乳類調査時
（9/22 9:25）にクマゲラが確認され

た多目的広場に隣接する高木林

キンクロハジロ トビ オオタカ

秋期自然環境調査結果について（速報）
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３）秋期調査結果（速報）

（３）両生類・は虫類・哺乳類

• 「両生類・は虫類・哺乳類相調査」 （どんな種が生息するか確認）を実施しました。
目視・痕跡調査：範囲内を歩いて個体や足跡・ふんなどの痕跡を確認する調査
捕獲調査：ネズミ類等を対象に餌を用いたワナで捕獲する調査
コウモリ類調査：コウモリ類が発生する音声を受信する機械（バットディテク
ターを用いる調査

• 調査は9月21日～23日に実施しました。

• 「両生類・は虫類・哺乳類相調査」 （どんな種が生息するか確認）を実施しました。
目視・痕跡調査：範囲内を歩いて個体や足跡・ふんなどの痕跡を確認する調査
捕獲調査：ネズミ類等を対象に餌を用いたワナで捕獲する調査
コウモリ類調査：コウモリ類が発生する音声を受信する機械（バットディテク
ターを用いる調査

• 調査は9月21日～23日に実施しました。

ネズミ類捕獲用のワナ
（シャーマントラップ）



秋期自然環境調査結果について（速報）
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３）秋期調査結果（速報）

• 両生類でアマガエル、哺乳類でヤマコウモリ、エゾアカネズミ、キタキツ
ネ、エゾタヌキが確認されました。爬虫類の確認はありませんでした。

• 重要種であるヤマコウモリはねぐら木であるドロノキの樹洞からの複数個
体が出巣する様子が確認されました。

• エゾタヌキは前回調査時に確認はなく、今回は石狩川側で足跡が2例確認さ
れました。

• 特定外来種の確認はありませんでした。

• 両生類でアマガエル、哺乳類でヤマコウモリ、エゾアカネズミ、キタキツ
ネ、エゾタヌキが確認されました。爬虫類の確認はありませんでした。

• 重要種であるヤマコウモリはねぐら木であるドロノキの樹洞からの複数個
体が出巣する様子が確認されました。

• エゾタヌキは前回調査時に確認はなく、今回は石狩川側で足跡が2例確認さ
れました。

• 特定外来種の確認はありませんでした。

重要種ヤマコウモリのねぐらの樹洞と出巣の様子 エゾアカネズミの食痕

（３）両生類・は虫類・哺乳類

※爬虫類は、前回調査では春・夏にク
サガメとミシシッピアカミミガメが
確認されています。

エゾタヌキの足痕

秋期自然環境調査結果について（速報）
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３）秋期調査結果（速報）

（４）昆虫類

• 「昆虫類相調査」 （どんな種が生息するか確認）を実施しました。
任意採集：捕虫網等を用いた採集方法
ベイトトラップ：地表に餌を入れたワナを置いて落ちた昆虫を採集する方法
ライトトラップ：夜間にライトを点灯させて集まった昆虫を採集する方法

• 調査は9月21日～23日に実施しました。

• 「昆虫類相調査」 （どんな種が生息するか確認）を実施しました。
任意採集：捕虫網等を用いた採集方法
ベイトトラップ：地表に餌を入れたワナを置いて落ちた昆虫を採集する方法
ライトトラップ：夜間にライトを点灯させて集まった昆虫を採集する方法

• 調査は9月21日～23日に実施しました。

ベイトトラップ

ライトトラップ

任意採集



Ⅱ秋期自然環境調査結果について（速報）
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３）秋期調査結果（速報）

• 園内では、植栽種の多い場所でキバネハサミムシやヒメツノカメムシ、樹
林地ではキイロスズメバチやクロヤマアリ、芝生付近ではノシメトンボや
セイヨウオオマルハナバチ、水域ではアメンボなどが確認されました。

• 堤防では、整備された範囲ではオツネントンボやモンキチョウ、改変され
なかった範囲ではノシメトンボやヨツモンカメムシなどが確認されました。

• 石狩川側では、アキアカネやカワラバッタなどが確認されました。

• 重要種は、前回調査時に確認のなかったハラオカメコオロギ（北海道レッ
ドデータブック2001 希少種）が、堤防の階段の隙間で確認されました。

• 特定外来種は前回調査時にも確認されたオオマルハナバチが確認されまし
た。

• 園内では、植栽種の多い場所でキバネハサミムシやヒメツノカメムシ、樹
林地ではキイロスズメバチやクロヤマアリ、芝生付近ではノシメトンボや
セイヨウオオマルハナバチ、水域ではアメンボなどが確認されました。

• 堤防では、整備された範囲ではオツネントンボやモンキチョウ、改変され
なかった範囲ではノシメトンボやヨツモンカメムシなどが確認されました。

• 石狩川側では、アキアカネやカワラバッタなどが確認されました。

• 重要種は、前回調査時に確認のなかったハラオカメコオロギ（北海道レッ
ドデータブック2001 希少種）が、堤防の階段の隙間で確認されました。

• 特定外来種は前回調査時にも確認されたオオマルハナバチが確認されまし
た。

（４）昆虫類

重要種ハラオカメコオロギとその確認環境 モンキチョウ 特定外来種オオマルハナバチ

秋期自然環境調査結果について（速報）
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３）秋期調査結果（速報）

• 庭園部において、公園利用者による餌やりと思われるペットフードやパンが
散乱しているのが確認されました。（両生類・爬虫類・哺乳類調査時）

• 庭園部において、公園利用者による餌やりと思われるペットフードやパンが
散乱しているのが確認されました。（両生類・爬虫類・哺乳類調査時）

（５）その他

ペットフードとパンが散乱した様子



kouenmidori045
長方形



kouenmidori045
長方形



常磐公園緑の維持管理の事例

［老朽木の対応］
H27年度の事例

ニセアカシア

H27年度調査時

大きな傷,腐朽があり,樹勢が衰弱。→間伐の検討

当面の対応として，剪定を行い，
経過観察



kouenmidori045
テキストボックス
老朽木（現在の状況）
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